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 主 日 礼 拝 

 ①８:30am ②10:30 ③1:30pm ④7:00 

 司  会        ②白川 達男兄 

奏  楽 

祈  祷        ②石井 洋子姉 

賛  美  聖歌５２２番  ～気づかなかった～ 

十
じっ

  戒
かい

 

 

聖書朗読  ヨハネの黙示録
もくしろく

１１章３～８節 

特別賛美   ①②カルテット・ベゼル／③④大和聖歌隊 

メッセージ  「２つのものが１つとなる時」 

石井 潤 牧師 

聖 餐 式  賛美「主イエスの十字架の血で」 

献  金  聖歌２２９番 ～アメイジング・グレイス～ 

祝  祷 

お知らせ  〔司会者〕 

賛  美  ～見つめ続けます～ 
 

☆礼拝にお越しくださった皆様を心よりご歓迎いたします！☆ 
《今週のお知らせ》 

★本日も礼拝の恵みを心より感謝致します。今週も主の守りと祝福を祈ります！ 

☆今週の祈り会は 〇早天祈祷会：明朝６時、◎祈祷会：木曜午前１０時半、 

夜７時半（大和教会の祈祷会に参加）。〇準備祈祷会：土曜夜８時。 

★来週の日曜礼拝では聖餐式を行います。〈司：石井兄／祈：白川兄〉。 

☆今年も半年守られたことを感謝して「上半期感謝献金」をお捧げ致しましょう！  

☆一年に一回聖書を完読できる！Bible Reading Plan 〔７/１１－/１８〕 

Date 日 月 火 水 木 金 土 日 

旧約 ネヘミヤ 1-3 4-6 7-8 9 10-11 12-13 エステル 1-2 3-6 

新約 使徒 16:1-18 :19-40 17:1-15 :16-34 18 19:1-20 :21-41 20:1-16 

チェック ○○○ ○○○ ○○○ ○○ ○○○ ○○○ ○○○ ○○○○○ 



 
「If anyone tries to hurt them（彼らに害を加えようとするなら）, a blast of fire

（火のひと吹き） from their mouths（彼らの口から出る） will incinerate（焼

き尽くす） them—burn them to a crisp（ポテトチップのようにカリカリに

焼いてしまう） just like that.」黙示録１１章５節〔メッセージ訳〕 

 

今日の１１章では、二人の主イエス様の最強の証し人について書かれています。 

しかし、その前にヨハネ自身はエゼキエル書４０章に登場するはかり竿をもった御使いのよ

うに、はかり竿で地上の神殿や人々を計測させられています。そして、その後、二本のオリー

ブの木である二人の証人が登場します。ゼカリヤ書４章に登場するヨシュアとゼルバベルのよ

うな人物を指しているのかもしれません。ヨシュアは大祭司、ゼルバベルは総督。この二人が

誰よりも一致して、バビロン捕囚から解放された民たちを導く神殿を再建するという大いなる

プロジェクトを進めました。立場が全く異なった二人でしたが、一つ心になって大事業を果た

していきました。そして、ゼルバベル神殿と言われる第二神殿が建て上げられていきました。

その時に預言者としてこの二人を励まし続けたのが、ゼカリヤとハガイでした。 

「主は言われる、ゼルバベルよ勇気を出せ。ヨザダクの子、大祭司ヨシュアよ、勇気を出せ。

働け。わたしはあなたがたと共にいると、万軍の主は言われる。…。主の家の後の栄光（ゼ

ルバベル神殿）は、前の栄光（ソロモン神殿）よりも大きいと、万軍の主は言われる。」 

ハガイ書２章４節，９節 

「み使は自分の前に立っている者どもに言った、『彼の汚れた衣を脱がせなさい』。またヨ

シュアに向かって言った、『見よ、わたしはあなたの罪を取り除いた。あなたに祭服を着せよう』。

…。すると彼はわたしに言った、『ゼルバベルに、主がお告げになる言葉はこれです。万軍の

主は仰せられる、これは権勢によらず、能力によらず、わたしの霊によるのである。大いなる

山よ、おまえは何者か。おまえはゼルバベルの前に平地となる。…。』」 

ゼカリヤ書３章４節、４章６，７節 

そして、上記のメッセージ訳の言葉の下線部にも表現されているように、黙示録に登場す

る二人の主の証人は二人でありながら、また、二つの口でありながら、一つの炎の息を吐くと

いうことです。これは二人の完全に一致したメッセージに主の偉大な力が働いてこの世のど

んなものも、主の言葉をとどめることはできないというメッセージが隠されています。 

私たちが主にあって、その愛によって、その赦しによって完全に一つになっていく時、私たち

を通して、主は偉大なる力をこの世に対して現わされることを信じます！ 

「２つのものが1つとなる時」 
～今は御霊によって一つになるとき～ 


